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１．緒言 
 近年，スマートフォンが凄まじい勢いで普及

しており，その普及率は 64.2％（総務省情報

通信白書 2015）と，インターネットは生活に

欠かせないものとなっているのが現状である．

このような現状に伴い「ソーシャルメディア」

という言葉が頻繁に聞かれるようになった．ソ

ーシャルメディアとは，インターネット上で展

開される情報メディアのあり方で，個人による

情報発信や個人間のコミュニケーション，人の

結びつきを利用した情報流通などといった社

会的な要素を含んだメディアのことで，ソーシ

ャルメディアの利用時間に比例して SNS など

に長くアクセスしないことに極度の不安を感

じるような「ソーシャルメディア依存」が多く

なってきている． 
 そこで本研究では，陸上競技者の「ソーシャ

ルメディア依存」の現状を調査することによっ

て，競技にどのような影響を与えているのかを

明らかにし，陸上競技者の競技力向上に寄与す

ることを目的とする． 
 
2．研究方法 
調査対象：B 大学陸上競技部員 75 名を対象

とした．回収率は 100％であった． 
調査方法：①生活環境に関するアンケート項

目を 4 段階で評価させ，回答結果を集計・分析

した．②インターネット依存度テストに 5 段階

で評価させ，依存度別に 3 項目に分け，回答結

果を集計・得点化・分析した． 
 

3．結果・考察 
 ソーシャルメディア依存での調査では「夜遅

くまでの携帯電話使用・携帯電話の使用による

視力の低下」という項目で，全体の半数以上の

部員が「影響がある」と回答した．インターネ

ット依存度テストでは，競技力の高い選手と低

い選手との間には顕著な差は見られなかった．

競技力が高い選手もソーシャルメディアに依

存しているにも関わらず，競技力に顕著な差が

見られなかったのは，B 大学陸上競技部員が

「ソーシャルメディア内で得た情報を競技に

有効的に活用できている」「他者と繋がってい

ることによって安心感を得られ，リラックスし

て競技に向き合うことができている」ためだと

考えられた． 
 
4．まとめ 
 本研究の結果からは，ソーシャルメディア依

存度と競技力とには関係性は見られなかった

が，その一方で「視力の低下・睡眠不足」とい

った問題は，今後の競技活動に悪影響を及ぼし

かねないため，今回得られた知見を競技現場に

フィードバックすることで，同部の競技力向上

に貢献したい． 
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